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黒木小学校は、多良山系のふところに包まれ、萱瀬ダムのほとりに位置しています。木のぬくもりのあ

るすばらしい校舎と豊かな自然に恵まれた教育環境の中で、全校児童の1 5人は仲よく明るく楽しい学校生

活を毎日、のびのびと元気いっぱいに過ごしています。このような恵まれた環境にある一方、過疎化・少

子化によって児童の数は年々減少し、市内で唯一の完全複式極小規模校となっています。

このため、平成1 5年度から特別転入制度がスタートし、1 5年度に4人、1 6年度も4人（進級3人）の児童

がこの制度によって校区外から通学しています。児童数が少ないことから、より一人ひとりに目がいき届

いた教育や大自然を教材にした学習など、黒木小学校が持っている特色を生かした教育を進めています。

皆さんのお子さん・お孫さんに、こんな環境で学校生活を過ごさせてはいかがですか。

（一瀬　要
かなめ

黒木小学校校長）

し　
か　
し　
、　
児　
童　
数　
が　
少　
な　
い　
こ　
の　
小　
学　
校　
で　
は　
、　
授　
業　
を　
は　
じ　
め　

学　
校　
生　
活　
の　
中　
で　
一　
人　
ひ　
と　
り　
に　
役　
割　
と　
責　
任　
が　
与　
え　
ら　
れ　
る　
た　
め　
、　

「　
み　
ん　
な　
が　
主　
役　
」　
の　
充　
実　
し　
た　
も　
の　
と　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

全　
校　
児　
童　
で　
行　
う　
「　
黒　
木　
太　
鼓　
」　
は　
、　
毎　
年　
、　
お　
お　
む　
ら　
夏　
越　
ま　

つ　
り　
や　
各　
種　
行　
事　
へ　
参　
加　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
秋　
に　
は　
、　
地　
域　
全　
員　
が　
参　

加　
し　
て　
１　
日　
を　
過　
ご　
す　
運　
動　
会　
も　
開　
催　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
の　
よ　
う　
に　
極　
小　
規　
模　
校　
な　
ら　
で　
は　
の　
「　
い　
き　
い　
き　
、　
の　
び　
の　
び　

学　
校　
生　
活　
」　
が　
送　
れ　
る　
黒　
木　
小　
学　
校　
に　
、　
多　
く　
の　
子　
ど　
も　
た　
ち　
に　
来　

て　
も　
ら　
い　
た　
い　
と　
願　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

「　
♪　
多　
良　
の　
深　
山　
の　
源　

の　
、　
せ　
せ　
ら　
ぎ　
清　
く　
響　
く　

里　
♪　
」　
こ　
れ　
は　
黒　
木　
小　
学　

校　
歌　
の　
一　
節　
で　
す　
。　
こ　
の　

学　
校　
に　
校　
区　
を　
越　
え　
て　
、　

昨　
年　
度　
４　
人　
の　
児　
童　
に　
入　

学　
・　
転　
入　
し　
て　
も　
ら　
い　
ま　

し　
た　
が　
、　
最　
初　
は　
不　
安　
と　

戸　
惑　
い　
が　
あ　
っ　
た　
こ　
と　
と　

思　
い　
ま　
す　
。　

黒木小学校ＰＴＡ会長
井川　春彦さん

「
山
村
留
学
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
今
住
ん
で
い
る
と

こ
ろ
に
居
な
が
ら
に
し
て
、
体
験
で
き
る
と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん

で
し
た
。

野
い
ち
ご
摘
み
・
干
し
柿
作
り
な
ど
、
自
然
を
生
か
し
た
、
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
学
習
。
和
太
鼓
、
地
域
ぐ
る
み
の
運
動
会
な
ど
。
想
像

を
超
え
る
で
き
ご
と
が
次
々
と
・
・
・
。

少
人
数
の
た
め
何
で
も
関
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
分

何
で
も
体
験
で
き
ま
す
。
「
う
ち
の
子
が
こ
ん
な
こ
と
も
で
き
る

の
！
」
と
親
も
う
れ
し
い
体
験
で
す
。

子
ど
も
に
も
親
に
も
楽
し
い
・
う
れ
し
い
体
験
い
っ
ぱ
い
の
黒
木

小
学
校
。
来
年
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
か
、
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

子
ど
も
が
、
黒
木
小
学

校
に
通
い
は
じ
め
て
２
年

目
に
な
り
ま
す
。
す
て
き

な
先
生
方
と
豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
て
、
毎
日
楽
し

そ
う
に
し
て
い
る
子
ど
も

を
見
て
い
る
と
親
と
し
て

う
れ
し
い
限
り
で
す
。

児童の保護者
朝長　律子さん

豊
か
な
自
然
の
中
で

一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
！



■問い合わせ　教育総務課（内線363）

児童募集
平成17年度

◎希望する児童・保護者について

黒木小学校では、校区外から就学を希望す

る児童を募集します。豊かな自然に恵まれた

環境の中で一緒に学校生活を送りませんか。

転入学の条件

募集期間 10月１日�～12月28日�

10月１日�～（随時）

（事前に黒木小学校または教育委員会にご連絡く

ださい）

■黒木小学校　�55-7800

学校見学

面　　談 平成17年1月ごろ

市内の各小学校・教育委員会にある所定の申

込用紙に必要事項を記入のうえ、在学中の児童

は在籍する小学校、新入学児童は教育委員会へ

お申し込みください。

申込方法
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①市内在住の児童および保護者であること。

②黒木小学校の教育活動を理解し、地域と協

力して活動ができること。

③１年以上の通年通学（４月１日入学で１年

単位）ができること。

④登校時には、原則として保護者が責任を持

って自家用車などで送迎ができること。

ただし、下校時には公共交通機関を利用す

ることができます。

◎募集定員

１・２年生：８人、３・４年生：10人、

５・６年生：10人　※既在籍者を含む
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◇
月

抗
生
物
質
の
服
用
上
の
注
意
点
　
◇
火

高
齢
者
の
そ
け
い
ヘ
ル
ニ
ア
　
◇
水

子
ど
も
の
便
秘
　
◇
木

老
人
性
白
斑

◇
金

睡
眠
薬
の
使
い
方
　
◇
土
日

新
し
い
Ｅ
Ｄ
（
勃
起
障
害
）
治
療
薬
　
■
（
０
９
５
―
８
２
６
―
５
５
１
１
・
０
９
５
６
―
２
３
―
４
３
０
０
）

10
月
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

オートバイのリサイクルが
10月1日から始まります！

1 0月から、オートバイを廃

棄するときは、このマークの

ある登録販売店、または指定

引取窓口にご相談ください。

◎各社が発表する二輪車リサイクル料金と収集・運搬　

料金をご負担ください。

◎リサイクルマーク付き車両は、廃棄時にリサイクル

料金の負担はありません。

■問い合わせ 市民生活相談室（内線193）

10月18日～24日は
「行政相談週間」です

毎日の暮らしの中で、行政機関が行っている仕事に

ついて、ご意見やご要望などはありませんか。

行政相談週間にちなみ、次のとおり相談窓口を開設

します。行政相談委員が対応し、相談は無料で秘密は

固く守られます。お気軽にご相談ください。

※市役所の市民生活相談室では、毎月第2木曜日に行政

相談を無料で行っています。

◎巡回相談所（午前9時～正午）

18日 松原出張所　森　　博子委員

19日 三浦出張所　伊地知
い じ ち

克幸委員

20日 鈴田出張所　西畑　直子委員

■問い合わせ 市民生活相談室（内線193）

10月1日～7日は「公証週間」です

公証制度とは、遺言や金銭の賃借、不動産の売買、

賃貸借などの重要な契約について、公証人が公文書

である公正証書を作成し、トラブルを未然に防止す

る制度です。

公証人は、長年、裁判官・検事などを務めた法律

の専門家で、法務大臣が任命します。

公証人制度などについて詳しくは、諫早公証人役

場（23-4559）にお尋ねください。

※市役所の市民生活相談室では、偶数月の第2火曜日

に公証事件相談を無料で行っています。

■問い合わせ 社会教育課（内線3 6 8）

平成17年成人式
～1,200人が大人の仲間入り～

と　き 平成17年1月9日　午前11時30分～

ところ 市民会館

成人式で「新成人の主張（意見・演奏・踊りなど）」

を発表する人を募集します。新成人で、希望する人

はご連絡ください。応募者多数の場合は審査のうえ

決定します。

募集期限 11月12日

「新成人の主張」発表者募集

■問い合わせ 二輪車リサイクルコールセンター
（03－3598－8075）

◎総合相談所（午前10時～午後3時）

22日 諫早市民センター（諫早市東小路町）

■問い合わせ 企画調整課（内線222）

「平成16年度 わたしたちの地域発見支援事業」

2次募集の助成事業が決定しました

◎三浦青年部

「『勘作ばなし』にみる三浦ん者
もん

発見事業」

◎三浦地区史跡愛好会

「伊賀
い が

峰
みね

城跡環境整備事業」

◎ 1日～1 0日　自由写団大村（写真）

◎1 1日～2 0日　長崎県教職員互助組合退職部大村支部

（絵画・書・彫刻ほか）

◎2 1日～3 1日　長崎水茎
みずくき

（書道）

まちかど市民ギャラリー

10月の展示作品

■問い合わせ 文化振興課（内線372）
まちかど市民ギャラリー（50-1216）

市では、悪臭防止法に基づき、工場や事業所から発

生する悪臭物質（アンモニアなど）の濃度を機械で測

定する「物質濃度規制」を実施していましたが、1 0月

1日からは人間の嗅覚で悪臭の程度を判定する「臭気

指数」での規制方法に変更となります。

詳しくはお尋ねください。

環境保全課からのお知らせ

◎「臭気指数規制」を導入します

所有地から道路に、はみ出している樹木や雑草は、道路

標識・カーブミラー・信号機・対向車両を見えにくくする

ため、人や車の通行に支障をきたし危険です。

所有者が責任を持って、枝切り・草刈りをしてください。

◎道路にはみ出している樹木・雑草は切りましょう

■問い合わせ 環境保全課（内線142）
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市の主な施設の電話番号です

「労働相談」のお知らせ

10
月
１
日
は
「
法
の
日
」
で
す

お間違いのないよう、お掛けください。 1日～ 3日　一般戦

6日～ 7日　ＧⅠ桐生モーターボート大賞

（ナイター・場外）

6日～11日　日刊杯

8日～11日　蒲郡ナイター（場外）

12日～17日　ＧⅠ若松周年（ナイター・場外）

14日～19日　スポーツ報知杯

22日～27日　西スポ杯

22日～24日　若松ナイター（場外）

26日～31日　ＳＧ全日本選手権（場外）

■問い合わせ 競艇事業部（54-4111）

秋の農作業安全運動月間
秋の農繁期を迎え、農業機械による事故を防止する

ため、県下一斉に10月15日�までを「秋の農作業安全
運動月間」としています。農作業事故（特にトラクタ
ーによる事故）を防ぐため、安心・安全な農作業に努
めましょう。

■問い合わせ 農業水産課（内線255）

◇
「
法
の
日
」
に
ち
な
み
、
無
料
法
律
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

◇
と
き

10
月
１
日
、
午
前
10
時
〜
正
午
／
午
後
１
時
〜
４
時
　

◇

と
こ
ろ

メ
ル
カ
つ
き
ま
ち
（
長
崎
市
）

■
長
崎
地
方
裁
判
所
　
０
９
５
―
８
２
２
―
６
１
５
１

◎職員による労働相談
とき 月～金曜日（祝日を除く）

午前9時～午後5時45分
◎弁護士による労働相談（※相談前にご連絡ください）

とき 毎週水曜日　午後1時30分～3時30分

労働問題でお困りの人は、お気軽にご相談くださ

い。無料で相談に応じています。

■問い合わせ
県長崎労働相談情報センター（095－821－1457）

◎電話相談 県長崎労働相談情報センター
フリーダイヤル　0120－783－258

10月の大村ボート開催日



■問い合わせ　環境保全課（内線142）

海水を調べる
大村湾の海面と海底

近くの水を採取して、

水に含まれる酸素の量

や水温などを調べまし

た。深くなるほど酸素

の量が少なく、水温も

1 7 m下の海底と海面で

は2℃違うことがわか

りました。
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県を中心に大村湾沿岸市町村が取り組んでいる「大村湾環境保

全・活性化キャンペーン」事業の一環として、夏休みに子どもたち

に大村湾をもっと身近に感じてもらおうと、8月3日「大村湾フロー

ティングスクール」が開かれました。

県内から1 2 9人の小学生（うち大村市内から4 0人）が参加し、ハ

ウステンボスの帆船「観光丸」に乗って湾内を航海し、楽しみなが

ら大村湾について学びました。

大村湾について説明
船室に入り、しおりを見ながら

大村湾のようすや特徴など、県職

員からの説明をみんな真剣に聞い

ていました。

▲大村市から参加した子どもたち

観光丸に乗船
いざ、乗船した参加者たちは、船

上から広がる景色を満喫しながらウ
キウキ気分。用意してあった朝採れ
たての大村湾のナマコやシャコ、エ
ビなどを手にとって大喜びしながら
観察しました。

①

③

②



学
校
の
総
合
学
習
で
環
境
に
つ

い
て
勉
強
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
今
回
参
加
し
ま
し
た
。
い
ろ

ん
な
こ
と
が
体
験
で
き
て
、
総
合

学
習
の
良
い
材
料
に
も
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
前
か
ら
大
村
湾
が
も

っ
と
き
れ
い
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
を
機
会

に
、
ま
ず
は
自
分
た
ち
に
で
き
る

こ
と
、
例
え
ば
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

を
し
な
い
な
ど
、
身
近
な
こ
と
か

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

本
当
に
参
加
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
。

アトラクションを体験
帆船
はんせん

の帆
ほ

を「よいしょ、よいしょ」とみんなで協力し

ながら張ったり、船首にあるネットに登って渡るスリル

満点の「ネット歩き」をみんな楽しそうに体験しました。

海底の泥
ど ろ

を調べる
大村湾の深さを測り、海底の泥を採取して土質

や臭いなどを調べました。水深約1 7ｍの泥は灰色

で粒は細かく、どぶのような臭いがしました。

帰港
1日でいろんなことを体験・学習し、それぞれが大

村湾に対する思いを胸に無事に帰港しました。スナメ

リを見つけることができなかったのが少し残念でした。

参加者からの一言
西
大
村
小
６
年
の
高
月
大
地
く
ん

（
右
）
と
高
橋
龍
一
く
ん
（
左
）

―9 ―

海のごみ回収船を見学
大村湾に浮かぶごみを回収している船「ウォ

ータースパイダー」の作業を見学。大村湾をき

れいにするためにいろんなことが行われている

ことを学びました。

④

⑥

⑤

⑦



オーディションで選ばれた小中学・高校生の35人が、名作「サ
ウンド・オブ・ミュージック」の名場面を英語で歌う「子どもミ
ュージカル」がシーハットおおむらで開かれました。舞台では、
5か月間に及ぶけいこを積み重ねてきた子どもたちが、上達した
英語で元気よく歌い上げると、客席からは大きな拍手が送られて
いました。

秋の交通安全週間を前に、大村市交通安全母の会による
「交通安全キャラバン隊」の出発式が、シーハットおおむら
で行われました。これは、高齢者の交通事故防止をはじめ、
シートベルトの着用の徹底などを呼びかけるために、全国
７つのルートを地元団体がリレーしているものです。式に
は関係団体に加え、大村幼稚園の園児たちも参加。交通安
全を誓い、その後、皆さんは車に乗り込み街頭に向けて出
発しました。

日韓の友好を深め、子どもたちに国際人として視野を広げて
もらおうと、市内の中学・高校生と随行者の22人が8月19日
から韓国へ派遣されました。使節団の皆さんは滞在中、ソウル
・釜山
プ サン

・慶州
キョンジュ

などを訪れて韓国の学生たちと交流を深めたり、
名所を観光したりと有意義な5日間の日程を無事に終え、帰国
しました。

市内の小中学生330人が参加して、野球・サッカー・
バレーボールのスポーツ教室が開かれました。元日本代
表や元プロ選手といった講師の顔ぶれに、参加者たちは
一つひとつ興味深く、熱心に聞き、一流の技を体感して
いました。

158/ 子どもたちの歌声に大きな拍手
－ シーハット子ども英語ミュージカル －

108/ もと一流選手が
市内の小中学生を指導
－ ポカリスエット

ジュニアスポーツクリニック －

19/ なくすそう交通事故
－ 交通安全キャラバン隊出発式 －

国際親善と子どもたちの育成のために
－ 平成16年度韓国国際交流大村少年使節団派遣－

―10 ―

23～198/
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3日「大村湾をきれいにする会」のメンバーによって、
車で湾沿岸を一周しながら大村湾の浄化を呼びかける陸
上パレードが行われました。また5日には、湾沿岸一斉清
掃が行われ、朝早くから集まった200人の市民の皆さん
が、美しい大村湾を子どもたちに残そうと、たくさんの
ごみを回収しました。それぞれの行事に参加した皆さん、
どうもお疲れさまでした。

市　
内　
の　
公　
立　
幼　
稚　
園　
、　
小　
・　
中　
学　
校　
の　
教　
職　

員　
な　
ど　
３　
０　
０　
人　
が　
参　
加　
し　
て　
、　
市　
民　
会　
館　
で　

「　
２　
学　
期　
制　
を　
考　
え　
る　
集　
会　
」　
が　
開　
か　
れ　
ま　
し　

た　
。　
こ　
れ　
は　
、　
2  1  
世　
紀　
に　
お　
け　
る　
学　
校　
教　
育　
の　

あ　
り　
方　
に　
つ　
い　
て　
、　
今　
年　
３　
月　
に　
と　
り　
ま　
と　
め　

ら　
れ　
た　
「　
大　
村　
市　
教　
育　
新　
生　
プ　
ラ　
ン　
2  1  
」　
の　
提　

言　
を　
受　
け　
て　
、　
基　
礎　
学　
力　
の　
向　
上　
や　
人　
権　
教　
育　

な　
ど　
を　
進　
め　
る　
た　
め　
に　
は　
、　
ゆ　
と　
り　
あ　
る　
学　
習　

環　
境　
づ　
く　
り　
が　
必　
要　
と　
の　
考　
え　
か　
ら　
、　
２　
学　
期　

制　
の　
導　
入　
を　
目　
指　
し　
た　
た　
め　
で　
す　
。　
教　
育　
委　
員　

会　
で　
は　
最　
初　
に　
教　
育　
関　
係　
者　
に　
、　
そ　
の　

し　
く　
み　
や　
内　
容　
な　
ど　
を　
知　
っ　
て　
も　
ら　
お　

う　
と　
開　
い　
た　
も　
の　
で　
す　
。　

集　
会　
に　
は　
、　
平　
成　
1  6  
年　
度　
か　
ら　
２　
学　

期　
制　
度　
を　
本　
格　
実　
施　
し　
て　
い　
る　
宮　
崎　
市　

の　
江　
平　
小　
学　
校　
と　
本　
郷　
中　
学　
校　
か　
ら　
校　

長　
先　
生　
を　
お　
招　
き　
し　
て　
、　
２　
学　
期　
制　
導　

入　
の　
背　
景　
や　
実　
施　
後　
の　
成　
果　
な　
ど　
が　
発　

表　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

教　
育　
委　
員　
会　
で　
は　
、　
今　
年　
度　
中　
に　
す　

べ　
て　
の　
市　
立　
の　
幼　
稚　
園　
、　
小　
・　
中　
学　
校　

を　
通　
じ　
て　
、　
保　
護　
者　
な　
ど　
へ　
の　
説　
明　
会　

を　
開　
き　
、　
来　
年　
度　
ま　
で　
を　
準　
備　
期　
間　
と　

し　
て　
、　
平　
成　
1  8  
年　
度　
を　
め　
ど　
に　
実　
施　
す　

る　
こ　
と　
に　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

市　
で　
は　
、　
民　
間　
の　

天　
然　
温　
泉　
施　
設　
を　
活　

用　
し　
て　
高　
齢　
者　
の　
健　

康　
増　
進　
や　
介　
護　
予　
防　

の　
向　
上　
を　
目　
的　
に　
、　

10
月　
１　
日　
か　
ら　
「　
高　

齢　
者　
リ　
フ　
レ　
ッ　
シ　
ュ　

事　
業　
」　
を　
開　
始　
し　
ま　

す　
。　
そ　
れ　
に　
先　
立　
ち　
、　

施　
設　
を　
所　
有　
す　
る　

西　
畑　

に
し
は
た

伸　
造　

し
ん
ぞ
う

旭　
砕　
石　
�　

代　
表　
取　
締　
役　
社　
長　
と　

松　
本　
市　
長　
が　
「　
高　
齢　

者　
の　
介　
護　
予　
防　
等　
推　
進　
に　
関　
す　
る　
協　
定　
」　
を　
結　
び　
ま　
し　
た　
。　

市　
で　
は　
こ　
れ　
ま　
で　
に　
も　
福　
祉　
セ　
ン　
タ　
ー　
で　
入　
浴　
サ　
ー　
ビ　
ス　
を　

行　
っ　
て　
い　
ま　
し　
た　
が　
、　
施　
設　
の　
老　
朽　
化　
に　
伴　
い　
、　
平　
成　
17
年　
９　

月　
に　
廃　
止　
す　
る　
こ　
と　
か　
ら　
、　
県　
下　
で　
は　
初　
め　
て　
と　
な　
る　
民　
間　
事　

業　
者　
と　
連　
携　
し　
て　
温　
浴　
施　
設　
を　
利　
用　
し　
た　
高　
齢　
福　
祉　
施　
策　
を　
進　

め　
る　
こ　
と　
に　
し　
ま　
し　
た　
。　
施　
設　
は　
、　
森　
園　
町　
の　
「　
サ　
ン　
ス　
パ　
お　

お　
む　
ら　
」　
天　
然　
温　
泉　
施　
設　
「　
大　
村　
ゆ　
の　
華　はな
」　
で　
、　
通　
常　
６　
５　
０　

円　
の　
入　
浴　
料　
が　
２　
０　
０　
円　
で　
利　
用　
で　
き　
る　
ほ　
か　
、　
こ　
の　
施　
設　
内　

で　
行　
わ　
れ　
る　
介　
護　
予　
防　
教　
室　
や　
健　
康　
相　
談　
会　
な　
ど　
が　
受　
け　
ら　
れ　

ま　
す　
。　
こ　
の　
サ　
ー　
ビ　
ス　
を　
受　
け　
る　
に　
は　
、　
あ　
ら　
か　
じ　
め　
「　
高　
齢　

者　
リ　
フ　
レ　
ッ　
シ　
ュ　
倶　
楽　
部　
」　
に　
入　
会　
す　
る　
必　
要　
が　
あ　
り　
、　
入　
会　

の　
受　
付　
は　
９　
月　
１　
日　
か　
ら　
始　
ま　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

―

２
学
期
制
を
考
え
る
集
会
―

―

「
高
齢
者
の
介
護
予
防
等
推
進
に
関
す
る
協
定
」

締
結
式
―

39/ 大村湾沿岸一周陸上パレード出発式

59/ 大村湾沿岸一斉清掃
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おおむら太鼓連くじら太鼓

代表　田中俊己
たなか　としみ

さん

太　
鼓　
を　
教　
え　
る　
き　
っ　
か　
け　
は　
？　

「　
お　
お　
む　
ら　
夏　
越　
ま　
つ　
り　
」　
が　
始　
ま　
っ　
て　
３　
年　
目　

く　
ら　
い　
に　
「　
大　
村　
音　
頭　
に　
は　
太　
鼓　
が　
必　
要　
。　
太　
鼓　
を　

出　
し　
て　
く　
れ　
な　
い　
か　
」　
と　
頼　
ま　
れ　
た　
の　
が　
き　
っ　
か　
け　

で　
す　
。　
私　
は　
大　
村　
に　
来　
て　
26
年　
に　
な　
り　
ま　
す　
が　
、　
生　

ま　
れ　
は　
東　
京　
下　
町　
な　
の　
で　
、　
小　
さ　
い　
こ　
ろ　
か　
ら　
夏　
の　

「
お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
」
の
子
ど
も
太
鼓
を

毎
年
指
揮
さ
れ
て
い
る
田
中
俊
己
さ
ん
に
話
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。

盆　
踊　
り　
に　
は　
必　
ず　
太　
鼓　
を　
た　
た　
い　
て　
い　
て　
、　
太　
鼓　
に　
対　
す　
る　
知　
識　
を　
頭　
と　
体　

で　
覚　
え　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　
引　
き　
受　
け　
た　
か　
ら　
に　
は　
が　
ん　
ば　
ろ　
う　
と　
、　
急　
い　
で　
太　

鼓　
の　
た　
た　
き　
手　
を　
集　
め　
、　
現　
在　
の　
「　
お　
お　
む　
ら　
太　
鼓　
連　
く　
じ　
ら　
太　
鼓　
」　
を　
結　

成　
。　
そ　
れ　
か　
ら　
、　「　
お　
お　
む　
ら　
夏　
越　
ま　
つ　
り　
」　
と　
共　
に　
成　
長　
し　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　

今　
年　
で　
結　
成　
し　
て　
20
年　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　

お　
お　
む　
ら　
夏　
越　
ま　
つ　
り　
に　
は　
な　
く　
て　
は　
な　
ら　
な　
い　
存　
在　
で　
す　
よ　
ね　
。　
と　
こ　
ろ　

で　
今　
は　
何　
人　
く　
ら　
い　
教　
え　
て　
い　
ま　
す　
か　
？　

「　
お　
お　
む　
ら　
太　
鼓　
連　
く　
じ　
ら　
太　
鼓　
」　
の　
メ　
ン　
バ　
ー　
は　
、　
幼　
児　
か　
ら　
50
歳　
代　

ま　
で　
45
人　
。　
ほ　
か　
に　
も　
黒　
木　
小　
学　
校　
、　
県　
内　
の　
保　
育　
園　
９　
園　
の　
児　
童　
・　
幼　
児　

約　
２　
５　
０　
人　
を　
、　
週　
１　
回　
ず　
つ　
教　
え　
て　
い　

ま　
す　
。　
教　
え　
子　
も　
４　
、　
０　
０　
０　
人　
を　
越　
え　

ま　
し　
た　
。　

太　
鼓　
の　
良　
さ　
は　
何　
で　
す　
か　
？　

太　
鼓　
は　
、　
集　
中　
力　
・　
リ　
ズ　
ム　
感　
・　
協　
調　

性　
が　
養　
わ　
れ　
ま　
す　
。　
こ　
れ　
は　
、　
子　
ど　
も　
の　

成　
長　
期　
に　
は　
大　
切　
な　
こ　
と　
で　
す　
よ　
ね　
。　
教　

え　
子　
に　
も　
、　
登　
校　
拒　
否　
や　
、　
引　
き　
こ　
も　
り　

が　
直　
っ　
た　
子　
も　
い　
ま　
す　
。　
ま　
た　
、　
大　
人　
の　

人　
で　
も　
ス　
ト　
レ　
ス　
解　
消　
な　
ど　
に　
、　
ス　
ポ　
ー　

ツ　
は　
苦　
手　
だ　
け　
ど　
太　
鼓　
な　
ら　
で　
き　
る　
と　
入　

っ　
て　
来　
ら　
れ　
ま　
す　
よ　
。　

今　
後　
の　
目　
標　
は　
？　

子　
ど　
も　
の　
太　
鼓　
の　
た　
た　
き　
手　
が　
集　
い　
、　

技　
や　
腕　
を　
競　
う　
「　
総　
務　
大　
臣　
杯　
日　
本　
太　
鼓　
ジ　
ュ　
ニ　
ア　
コ　
ン　
ク　
ー　
ル　
」　
が　
毎　
年　

開　
催　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
今　
年　
は　
横　
浜　
市　
で　
行　
わ　
れ　
、　「　
お　
お　
む　
ら　
太　
鼓　
連　
く　
じ　

ら　
太　
鼓　
」　
も　
こ　
れ　
ま　
で　
に　
特　
別　
賞　
を　
３　
回　
受　
賞　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
今　
年　
こ　
そ　
、　

優　
勝　
が　
目　
標　
で　
す　
。　

■　
問　
い　
合　
わ　
せ　

�　
�　
８　
８　
０　
３　
（　
自　
宅　
）　 練習風景（コミセン）

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
に
も
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎　
「　
い　
び　
き　
」　
と　

睡　
眠　
時　
無　
呼　
吸　
症　
候　
群　
（　
Ｓ　
Ａ　
Ｓ　
）　

新　
幹　
線　
の　
居　
眠　
り　
運　
転　
問　
題　
で　
運　
転　
手　
が　

「　
睡　
眠　
時　
無　
呼　
吸　
症　
候　
群　
」　
だ　
っ　
た　
、　
と　
い　
う　
ニ　

ュ　
ー　
ス　
を　
ご　
覧　
に　
な　
っ　
た　
人　
は　
多　
い　
で　
し　
ょ　
う　
。　

今　
回　
は　
、　
こ　
の　
「　
睡　
眠　
時　
無　
呼　
吸　
症　
候　
群　
」　

（　
Ｓ　
A  
Ｓ　
）　
に　
つ　
い　
て　
紹　
介　
し　
ま　
し　
ょ　
う　
。　

症　
　　
状　

い　
び　
き　
の　
パ　
タ　
ー　
ン　
が　
重　
要　
な　
サ　
イ　
ン　
で　
す　
。　

普　
通　
の　
い　
び　
き　
は　
、　
規　
則　
的　
で　
無　
呼　
吸　
で　
は　

あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
一　
方　
、　
睡　
眠　
時　
無　
呼　
吸　
症　
候　
群　

を　
患　
っ　
て　
い　
る　
人　
の　
い　
び　
き　
は　
、　
1  0  
秒　
以　
上　
呼　

吸　
が　
止　
ま　
っ　
て　
い　
る　
「　
無　
呼　
吸　
」　
が　
一　
晩　
に　
3  0  

回　
以　
上　
、　
あ　
る　
い　
は　
１　
時　
間　
に　
５　
回　
以　
上　
出　
る　

な　
ど　
、　
不　
規　
則　
で　
す　
。　

ま　
た　
、　
こ　
の　
病　
気　
は　
昼　
間　
に　
眠　
気　
を　
も　
た　
ら　

し　
ま　
す　
。　
無　
呼　
吸　
で　
睡　
眠　
が　
深　
く　
な　
い　
た　
め　
、　

翌　
日　
眠　
気　
が　
出　
て　
集　
中　
力　
が　
低　
下　
し　
、　
学　
業　
や　

仕　
事　
に　
重　
大　
な　
影　
響　
を　
及　
ぼ　
し　
ま　
す　
。　
さ　
ら　
に　

眠　
気　
が　
強　
い　
と　
、　
い　
ね　
む　
り　
運　
転　
を　
し　
て　
し　
ま　

い　
交　
通　
事　
故　
を　
起　
こ　
す　
こ　
と　
も　
あ　
り　
ま　
す　
。　

問　
題　
点　

こ　
の　
病　
気　
の　
厄　
介　

や
っ
か
い

な　
と　
こ　
ろ　
は　
、　
眠　
っ　
て　
い　

る　
最　
中　
な　
の　
で　
、　
自　
分　
で　
は　
気　
付　
き　
に　
く　
い　
と　

い　
う　
こ　
と　
で　
す　
。　
最　
も　
重　
要　
な　
サ　
イ　
ン　
で　
あ　
る　

い　
び　
き　
に　
し　
て　
も　
、　
自　
分　
で　
は　
分　
か　
り　
に　
く　
い　

の　
で　
す　
。　

松　
山　
市　
で　
は　
、　
４　
、　
０　
０　
０　
人　
を　
対　
象　
に　
調　

査　
し　
た　
と　
こ　
ろ　
、　
1  6  
％　
が　
要　
治　
療　
だ　
と　
報　
告　
さ　

れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
米　
国　
で　
は　
ス　
リ　
ー　
マ　
イ　
ル　
島　
の　
原　
発　

事　
故　
や　
ア　
ラ　
ス　
カ　
沖　
の　
タ　
ン　
カ　
ー　
座　
礁　
事　
故　
、　

ス　
ペ　
ー　
ス　
シ　
ャ　
ト　
ル　
発　
射　
直　
後　
の　
爆　
発　
事　
故　
な　

ど　
も　
睡　
眠　
時　
無　
呼　
吸　
症　
候　
群　
と　
関　
係　
し　
て　
い　
る　

と　
さ　
れ　
て　
お　
り　
、　
米　
国　
で　
は　
国　
民　
の　
中　
に　
こ　
の　

病　
気　
の　
人　
が　
約　
４　
％　
い　
る　
と　
い　
わ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

診　
　　
療　

当　
院　
で　
は　
循　
環　
器　
科　
外　
来　
で　
診　
療　
を　
行　
っ　
て　

い　
ま　
す　
。　
簡　
単　
な　
診　
察　
の　
後　
、　
必　
要　
で　
あ　
れ　
ば　

検　
査　
の　
た　
め　
１　
泊　
入　
院　
し　
て　
実　
際　
の　
睡　
眠　
状　
態　

を　
調　
べ　
、　
そ　
の　
結　
果　
で　
そ　
の　
後　
の　
治　
療　
方　
針　
を　

決　
め　
ま　
す　
。　
ま　
た　
、　
入　
院　
の　
必　
要　
が　
な　
い　
簡　
単　

な　
検　
査　
方　
法　
も　
あ　
り　
、　
ご　
要　
望　
に　
応　
じ　
て　
診　
察　

し　
ま　
す　
。　

ご　
心　
配　
な　
人　
は　
、　
か　
か　
り　
つ　
け　
の　
医　
師　
に　
ご　

相　
談　
に　
な　
り　
、　
当　
院　
の　
検　
査　
を　
受　
け　
ら　
れ　
て　
は　

い　
か　
が　
で　
し　
ょ　
う　
か　
。　

◎　
ふ　
れ　
あ　
い　
健　
康　
講　
座　

毎　
月　
第　
１　
土　
曜　
日　
に　
、　
い　
ろ　
い　
ろ　
な　
病　
気　
に　

つ　
い　
て　
、　
わ　
か　
り　
や　
す　
く　
お　
話　
し　
し　
ま　
す　
。　

と　
　　
き　

1  0  
月　
２　
日　
�　
、　
午　
後　
１　
時　
〜　
２　
時　

と　
こ　
ろ　

大　
村　
市　
立　
病　
院　
　　
大　
会　
議　
室　

「　
肺　
が　
ん　
に　
つ　
い　
て　
」　

講　
　　
師　

市　
立　
病　
院　
外　
科　
　　
近　
藤　
正　
道　
医　
師　

※　
申　
し　
込　
み　
な　
ど　
は　
い　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
お　
気　
軽　
に　

お　
越　
し　
く　
だ　
さ　
い　
。　
手　
話　
通　
訳　
も　
行　
い　
ま　
す　
。　
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と　
き　
　　
1  1  
月　
1  8  
日　
〜　
2  0  
日　

と　
こ　
ろ　
　　
兵　
庫　
県　
（　
伊　
丹　
市　
）　
・　
京　
都　

府　
（　
嵐　
山　
、　
新　
撰　
組　
ゆ　
か　
り　
の　
地　
な　

ど　
）　
・　
奈　
良　
県　
（　
東　
大　
寺　
大　
仏　
、　
法　
隆　

寺　
な　
ど　
）　

費　
用　
　　
６　
万　
円　
（　
大　
村　
市　
姉　
妹　
都　
市　
親　

善　
協　
会　
員　
以　
外　
の　
人　
は　
、　
別　
途　
年　
会　
費　

２　
、　
０　
０　
０　
円　
が　
必　
要　
）　
定　
員　
　　
2  0  
人　

（　
先　
着　
順　
）　
申　
込　
方　
法　
　　
は　
が　
き　
に　
住　

所　
・　
氏　
名　
・　
年　
齢　
・　
電　
話　
番　
号　
を　
記　
入　

の　
う　
え　
「　
〒　
８　
５　
６　
｜　
８　
６　
８　
６　
（　
住　

所　
不　
要　
）　
企　
画　
調　
整　
課　
『　
大　
村　
市　
姉　
妹　

都　
市　
親　
善　
協　
会　
事　
務　
局　
』　」　
ま　
で　
お　
申　
し　

込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

募　
集　
期　
限　
　　
1  0  
月　
1  5  
日　

対　
象　

市　
内　
に　
お　
住　
ま　
い　
の　
人　
で　
、　
介　

護　
保　
険　
制　
度　
の　
充　
実　
を　
図　
る　
た　
め　
「　
ふ　

れ　
あ　
い　
介　
護　
相　
談　
員　
」　（　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
）　

と　
し　
て　
介　
護　
サ　
ー　
ビ　
ス　
利　
用　
者　
の　
相　
談　

に　
応　
じ　
る　
な　
ど　
、　
高　
齢　
者　
福　
祉　
活　
動　
に　

意　
欲　
の　
あ　
る　
人　

定　
員　

８　
人　

申　
込　
方　
法　
　　
写　
真　
を　
貼　
付　
し　
た　
履　
歴　
書　

を　
高　
齢　
福　
祉　
課　
に　
提　
出　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

申　
込　
期　
限　

1  0  
月　
1  5  
日　

申　
込　
期　
限　
　　
1  0  
月　
1  2  
日　

入　
居　
日　
　　
1  1  

月　
１　
日　

抽　
選　
日　
お　
よ　
び　
場　
所　
　　
1  0  
月　

2  0  
日　
、　
午　
前　
1  0  
時　
　　
市　
民　
会　
館　

※　
空　
住　
宅　
の　
問　
い　
合　
わ　
せ　
は　
、　
建　
築　
住　

宅　
課　
（　
内　
線　
４　
４　
１　
）　
で　
も　
受　
け　
付　
け　

ま　
す　
。　
※　
犬　
（　
身　
体　
障　
害　
者　
介　
助　
犬　
を　

除　
く　
）　
・　
猫　
な　
ど　
の　
ペ　
ッ　
ト　
類　
は　
飼　
育　

で　
き　
ま　
せ　
ん　
。　

内　
容　
　　
①　
茶　
道　
（　
宗　
偏　

そ
う
へ
ん

流　
）　

②　
英　
会　

話　
（　
初　
級　
）　

③　
パ　
ソ　
コ　
ン　
（　
エ　
ク　
セ　

ル　
基　
礎　
か　
ら　
応　
用　
）　

④　
韓　
国　
語　
（　
初　

級　
）　

対　
象　
　　
市　
内　
に　
お　
住　
ま　
い　
か　
市　

内　
の　
事　
業　
所　
に　
勤　
務　
し　
て　
い　
る　
3  0  
歳　
未　

満　
の　
人　
（　
高　
校　
生　
は　
除　
く　
）　

と　
き　

10
月　
下　
旬　
〜　
平　
成　
1  7  
年　
３　
月　
、　

①　
②　
③　
毎　
週　
火　
曜　
日　
、　
④　
毎　
週　
金　
曜　
日　

い　
ず　
れ　
も　
午　
後　
７　
時　
〜　
９　
時　
　　
①　
④　
は　

全　
1  8  
回　
、　
②　
③　
は　
全　
1  2  
回　
　　

と　
こ　
ろ　

総　
合　
福　
祉　
セ　
ン　
タ　
ー　
内　
勤　
労　

青　
少　
年　
ホ　
ー　
ム　

（　
③　
は　
情　
報　
交　
流　
プ　
ラ　
ザ　
）　

受　
講　
料　
　　
有　
料　
（　
教　
材　
費　
）　

申　
込　
方　
法　

「　
勤　
労　
青　
少　
年　
ホ　
ー　
ム　
主　

催　
講　
座　
申　
込　
」　
と　
書　
い　
て　
、　
講　
座　
名　
・　

住　
所　
・　
氏　
名　
・　
生　
年　
月　
日　
・　
年　
齢　
・　
電　

話　
番　
号　
を　
記　
入　
の　
う　
え　
「　
〒　
８　
５　
６　
｜　

８　
６　
８　
６　
（　
住　
所　
不　
要　
）　
商　
工　
観　
光　
課　
」　

ま　
で　
、　
は　
が　
き　
、　
フ　
ァ　
ク　
ス　
ま　
た　
は　
E

メ　
ー　
ル　
（　

）　

で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

申　
込　
期　
限　

1  0  
月　
1  4  
日　

各　
校　
区　
の　
児　
童　
を　
放　
課　
後　
や　
土　
曜　
日　
、　

春　
・　
夏　
・　
冬　
休　
み　
に　
、　
お　
預　
か　
り　
し　
ま　
す　
。　

申　
込　
方　
法　
　　
各　
学　
童　
保　
育　
（　
児　
童　
ク　
ラ　

ブ　
）　
に　
直　
接　
、　
電　
話　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　

だ　
さ　
い　
。　

対　
象　
　　
４　
月　
１　
日　
現　
在　
、　
市　
内　
に　
住　
所　

を　
有　
し　
、　
重　
度　
障　
害　
者　
を　
持　
つ　
家　
族　
を　

４　
月　
１　
日　
以　
降　
、　
６　
か　
月　
以　
上　
介　
護　
し　

て　
い　
る　
人　
　　

支　
給　
金　
額　

５　
４　
、　
０　
０　
０　
円　

申　
請　
期　
間　

1  0  
月　
１　
日　
〜　
1  0  
月　
2  9  
日　

支　
給　
月　

1  2  
月　
　　
持　
っ　
て　
く　
る　
も　
の　

障　
害　
者　
手　
帳　
・　
印　
か　
ん　
・　
預　
金　
通　
帳　

（　
郵　
便　
局　
の　
通　
帳　
を　
除　
く　
）　

※　
介　
護　
を　
受　
け　
る　
人　
が　
次　
の　
よ　
う　
な　
場　

合　
は　
、　
給　
付　
金　
を　
受　
け　
ら　
れ　
ま　
せ　
ん　
。　

①　
6  0  
日　
以　
上　
入　
院　
し　
て　
い　
る　
か　
ま　
た　
は　
、　

入　
院　
し　
た　
と　
き　
　　
②　
施　
設　
に　
6  0  
日　
以　
上　

入　
所　
・　
通　
所　
し　
て　
い　
る　
と　
き　
、　
ま　
た　
は　

入　
所　
・　
通　
所　
し　
た　
と　

き　
　　
③　
支　
援　
費　
や　
介　

護　
保　
険　
な　
ど　
の　
公　
的　

サ　
ー　
ビ　
ス　
を　
受　
け　
て　

い　
る　
か　
ま　
た　
は　
、　
受　

け　
た　
と　
き　
（　
１　
週　
間　

程　
度　
の　
シ　
ョ　
ー　
ト　
ス　

テ　
イ　
は　
除　
く　
）　

◇
国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療
費
に
充
て
る
貴
重
な
財
源
で
す
。
保
険
税
の
納
め
忘
れ
が
な
い
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
手
続
き
は
、
取
扱
金
融
機
関
窓
口
で
直
接
で
き
ま
す
。

■
税
務
課
（
内
線
１
２
５
・
２
２
５
）

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
！

姉
妹
都
市
「
伊
丹
市
親
善

交
流
ツ
ア
ー
」
参
加
者
募
集

企
画
調
整
課
（
内
線
２
２
９
）

ふ
れ
あ
い
介
護
相
談
員
募
集

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

高
齢
福
祉
課
（
内
線
１
３
７
）

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

大
村
都
市
開
発
（
�
�
４
１
５
１
）

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
主
催

講
座
受
講
生
募
集

商
工
観
光
課

（
内
線
２
４
１
　
�
�
９
５
６
７
）

平
成
1  7  
年
度

学
童
保
育
（
児
童
ク
ラ
ブ
）

利
用
者
募
集

児
童
家
庭
課
（
内
線
１
５
４
）

大
村
都
市
開
発
（
54
４
１
５
１
）

商
工
観
光
課（

内
線
２
４
１
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
54
９
５
６
７
）

高
齢
福
祉
課
（
内
線
１
３
７
）

企
画
調
整
課
（
内
線
２
２
９
）

児
童
家
庭
課
（
内
線
１
５
４
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

支
援
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

福
祉
課
（
内
線
１
５
６
）

福
祉
課
（
内
線
１
５
６
）



と　
き　

1  0  
月　
3  0  
日　
、　
午　
後　
１　
時　
〜　
　　

と　
こ　
ろ　

コ　
ミ　
セ　
ン　

内　
容　
　　
感　
謝　
状　
・　
表　
彰　
状　
の　
授　
与　
式　
、　

講　
演　

演　
題　
　　
「　
私　
が　
見　
た　
諸　
外　
国　
の　
医　
療　
の　

実　
態　
」　

講　
師　
　　
貞　
松　
病　
院　
　　
廣　
田　

ひ

ろ

た

正　
毅　

ま

さ

き

内　
科　
医　
長　

と　
き　

1  0  
月　
2  3  
日　
、　
午　
後　
２　
時　
〜　
４　
時　

と　
こ　
ろ　

中　
地　
区　
公　
民　
館　

テ　
ー　
マ　

「　
あ　
き　
」　

持　
っ　
て　
く　
る　
も　
の　
　　
は　
さ　
み　
・　
ボ　
ン　
ド　

と　
き　
　　
1  0  
月　
2  0  
日　
、　
午　
後　
１　
時　
3  0  
分　
〜　

３　
時　
3  0  
分　
　　

と　
こ　
ろ　

コ　
ミ　
セ　
ン　
　　

演　
題　
　　
「　
育　
自　

い

く

じ

と　
共
育

き
ょ
う
い
く

」　

講　
師　
　　
酒　
井　
久　
義　
氏　

※　
託　
児　
希　
望　
者　
は　
、　
事　
前　
に　
ご　
連　
絡　
く　

だ　
さ　
い　
。　

と　
き　

1  0  
月　
2  0  
日　
、　
午　
前　
1  0  
時　
3  0  
分　
〜　

と　
こ　
ろ　

県　
忠　
霊　
塔　
（　
三　
城　
町　
）　

※　
遺　
族　
の　
章　
は　
、　
各　
地　
区　
遺　
族　
世　
話　
人　

を　
通　
じ　
て　
配　
布　
し　
ま　
す　
。　
届　
か　
な　
い　
人　

は　
、　
福　
祉　
課　
ま　
た　
は　
各　
出　
張　
所　
で　
お　
受　

け　
取　
り　
く　
だ　
さ　
い　
。　

車　
い　
す　
で　
も　
参　
加　
で　
き　
る　
オ　
リ　
エ　
ン　

テ　
ー　
リ　
ン　
グ　
に　
、　
ご　
家　
族　
・　
グ　
ル　
ー　
プ　

で　
ご　
参　
加　
く　
だ　
さ　
い　
。　

と　
き　

1  0  
月　
3  1  
日　
、　
午　
前　
９　
時　
〜　
午　
後　

３　
時　
　　
と　
こ　
ろ　

野　
岳　
湖　
公　
園　

対　
象　

小　
学　
生　
以　
上　
　　

定　
員　

１　
、　
０　
０　
０　
人　
（　
先　
着　
順　
）　

参　
加　
費　

５　
０　
０　
円　

（　
市　
外　
居　
住　
者　
　　
１　
、　
０　
０　
０　
円　
）　

申　
込　
方　
法　

福　
祉　
課　
に　
あ　
る　
申　
込　
書　
に　

必　
要　
事　
項　
を　
記　

入　
の　
う　
え　
、　
お　

申　
し　
込　
み　
く　
だ　

さ　
い　
。　

申　
込　
期　
限　

1  0  
月　
2  5  
日　
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申　
込　
方　
法　
　　
電　
話　
ま　
た　
は　
フ　
ァ　
ク　
ス　
で　

お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

対　
象　

平　
成　
1  4  
年　
４　
月　
〜　
平　
成　
1  5  
年　
４　

月　
生　
ま　
れ　
の　
親　
子　
　　
と　
き　

1  0  
月　
1  9  
日　

�　
、　
午　
前　
1  0  
時　
〜　
午　
後　
２　
時　
　　

と　
こ　
ろ　

野　
岳　
湖　
公　
園　
（　
集　
合　
場　
所　

す　
こ　
や　
か　
セ　
ン　
タ　
ー　
）　
定　
員　
　　
1  4  
組　
　　

申　
込　
方　
法　
　　
往　
復　
は　
が　
き　
に　
親　
子　
の　
氏　

名　
・　
子　
ど　
も　
の　
生　
年　
月　
日　
・　
住　
所　
・　
電　

話　
番　
号　
を　
記　
入　
の　
う　
え　
「　
〒　
８　
５　
６　
｜　

０　
８　
３　
２　
　　
本　
町　
４　
１　
３　
｜　
２　
　　
子　
育　

て　
支　
援　
セ　
ン　
タ　
ー　
」　
ま　
で　
お　
申　
し　
込　
み　

く　
だ　
さ　
い　
。　

申　
込　
期　
限　
　　
1  0  
月　
８　
日　
（　
申　
し　
込　
み　
多　

数　
の　
場　
合　
は　
抽　
選　
）　

と　
き　

1  0  
月　
2  3  
日　
、　
午　
前　
1  0  
時　
〜　
正　
午　

と　
こ　
ろ　

シ　
ー　
ハ　
ッ　
ト　
お　
お　
む　
ら　

対　
象　
　　
小　
学　
生　
以　
上　
の　
児　
童　
・　
親　
子　

（　
４　
年　
生　
以　
下　
は　
大　
人　
同　
伴　
）　

内　
容　
　　
飛　
ん　

で　
、　
跳　
ね　
て　
、　

ゲ　
ー　
ム　
＆　
ダ　
ン　

ス　
大　
会　

持　
っ　
て　
く　
る　
も　

の　
　　
上　
履　
き　
シ　

ュ　
ー　
ズ　
　　

ゲ
ー
ム
＆
ダ
ン
ス
大
会

コ
ミ
セ
ン
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
54
３
１
６
１
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
54
３
１
６
２
）

「
楽
し
い
バ
ス
ハ
イ
ク
」

参
加
者
募
集

子　
育　
て　
支　
援　
セ　
ン　
タ　
ー　

54
９
１
０
０
）

◇
と
き
　
10
月
１
日
〜
７
日
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
　
◇
と
こ
ろ
　
最
寄
り
の
各
司
法
書
士
事
務
所

■
川
上
渡
海
合
同
司
法
書
士
事
務
所
（
53

０
８
４
３
）

全
国
一
斉
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

ト　
レ　
イ　
ル　
・　
オ　
リ　
エ　
ン　
テ　
ー　
リ　
ン　
グ　

九
州
大
会

ト
レ
イ
ル
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
九
州
大
会
事
務
局

（　
０　
９　
５　
６　
｜
２　
４　
｜
７　
３　
１　
９　
）　

〜
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
社
会
を
目
指
し
て
〜

大
村
市
社
会
福
祉
大
会

大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
53
１
３
５
１
）

お
り
が
み
で
あ
そ
ぼ
う

中
地
区
公
民
館
（
53
１
３
７
６
）

ふ
れ
あ
い
講
演
会

コ
ミ
セ
ン
（
54
３
１
６
１
）

長
崎
県
戦
没
者
追
悼
式

福
祉
課
（
内
線
１
５
１
）



対　
象　
　　
平　
成　
1  0  
年　
４　
月　
２　
日　
〜　
平　
成　
1  2  

年　
４　
月　
１　
日　
生　
ま　
れ　
の　
幼　
稚　
園　
な　
ど　
に　

通　
園　
し　
て　
い　
な　
い　
幼　
児　

開　
放　
時　
間　
　　
午　
前　
1  0  
時　
〜　
1  1  
時　

※　
開　
放　
日　
に　
運　
動　
会　
を　
開　
催　
す　
る　
幼　
稚　

園　
で　
は　
、　
園　
児　
以　
外　
の　
幼　
児　
が　
参　
加　
で　

き　
る　
種　
目　
も　
あ　
り　
ま　
す　
。　
ど　
う　
ぞ　
ご　
参　

加　
く　
だ　
さ　
い　
。　
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貴　
重　
な　
水　
を　
無　
駄　
に　
し　
な　
い　
た　
め　
、　

音
聴

お
ん
ち
ょ
う

に　
よ　
る　
漏　
水　
調　
査　
を　
次　
の　
と　
お　
り　
、　

実　
施　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
皆　
さ　
ん　
の　
ご　
協　
力　

を　
お　
願　
い　
し　
ま　
す　
。　

調　
査　
内　
容　
　　
昼　
間　
…　
各　
家　
庭　
の　
メ　
ー　
タ　

ー　
付　
近　
の　
戸　
別　
調　
査　

夜　
間　
…　
道　
路　
埋　
設　
管　
の　
路　
面　
調　
査　

調　
査　
期　
間　
　　
平　
成　
1  7  
年　
２　
月　
1  0  
日　
ま　
で　

調　
査　
区　
域　
　　
市　
水　
道　
給　
水　
区　
域　
の　
全　
域　

※　
調　
査　
す　
る　
委　
託　
業　
者　
は　
、　
水　
道　
局　
発　

行　
の　
証　
明　
書　
の　
携　
帯　
と　
、　
腕　
章　
を　
着　
用　

し　
て　
い　
ま　
す　
。　

「　
平　
和　
の　
礎　
」　
は　
、　
沖　
縄　
戦　
な　
ど　
で　

亡　
く　
な　
ら　
れ　
た　
人　
々　
の　
御　
霊　
を　
慰　
め　
る　

た　
め　
沖　
縄　
県　
が　
建　
立　
し　
た　
も　
の　
で　
す　
。　

追　
加　
刻　
銘　
を　
希　
望　
す　
る　
人　
は　
、　
ご　
連　
絡　

く　
だ　
さ　
い　
。　

対　
象　

小　
学　
校　
入　
学　
前　
の　
乳　
幼　
児　
親　
子　

開　
始　
時　
間　

午　
前　
1  0  
時　
〜　

※　
１　
　　
す　
こ　
や　
か　
セ　
ン　
タ　
ー　
に　
帽　
子　
・　
お　
茶　
・　

ベ　
ビ　
ー　
カ　
ー　
な　
ど　
を　
準　
備　
し　
て　
お　
集　
ま　
り　
く　
だ　

さ　
い　
。　
雨　
の　
と　
き　
は　
、　
す　
こ　
や　
か　
セ　
ン　
タ　
ー　
で　

「　
新　
聞　
紙　
あ　
そ　
び　
」　
を　
し　
ま　
す　
の　
で　
、　
新　
聞　
紙　

１　
日　
分　
を　
ご　
持　
参　
く　
だ　
さ　
い　
。　

※　
２　
　　
帽　
子　
・　
お　
茶　
な　
ど　
を　
持　
っ　
て　
お　
集　
ま　
り　

く　
だ　
さ　
い　
。　
雨　
の　
と　
き　
は　
、　
す　
こ　
や　
か　
セ　
ン　
タ　

ー　
で　
「　
エ　
ア　
ー　
マ　
ッ　
ト　
で　
遊　
ぼ　
う　
」　
を　
し　
ま　
す　
。　

※　
３　
　　
雨　
の　
と　
き　
は　
、　「　
折　
り　
紙　
遊　
び　
」　
を　
し　
ま　

す　
。　
折　
り　
紙　
・　
は　
さ　
み　
を　
ご　
持　
参　
く　
だ　
さ　
い　
。　

※　
４　
　　
ラ　
ッ　
プ　
の　
し　
ん　
、　
牛　
乳　
パ　
ッ　
ク　
（　
１　
�　
）　、　

割　
り　
ば　
し　
を　
ご　
持　
参　
く　
だ　
さ　
い　
。　

※　
５　
　　
人　
形　
劇　
公　
演　
。　
親　
子　
3  5  
組　
（　
先　
着　
順　
）　、　

電　
話　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

お　
子　
さ　
ん　
の　
体　
調　
の　
よ　
い　
と　
き　
に　
受　

け　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

※　
詳　
し　
く　
は　
、　
広　
報　
お　
お　
む　
ら　
４　
月　
号　

と　
一　
緒　
に　
配　
布　
し　
て　
い　
る　
「　
健　
康　
の　
し　

お　
り　
」　
を　
ご　
覧　
く　
だ　
さ　
い　
。　

対　
象　

生　
後　
３　
か　
月　
〜　
4  8  
か　
月　
未　
満　
児　

で　
、　
こ　
れ　
ま　
で　
Ｂ　
Ｃ　
Ｇ　
接　
種　
を　
受　
け　
た　

こ　
と　
が　
な　
い　
乳　
幼　
児　
　　

持　
っ　
て　
く　
る　
も　
の　
　　
母　
子　
健　
康　
手　
帳　
　　

受　
付　
時　
間　
　　
午　
後　
１　
時　
〜　
１　
時　
5  0  
分　

※　
熱　
が　
あ　
る　
と　
き　
、　
急　
性　
疾　
患　
に　
か　
か　

っ　
て　
い　
る　
と　
き　
な　
ど　
、　
受　
け　
ら　
れ　
な　
い　

場　
合　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　

（
三
種
混
合
・
麻
し
ん
・
風
し

ん
・
日
本
脳
炎
）

予
防
接
種
を
実
施
中

健　
康　
増　
進　
課　
（
内
線
１
４
１
）

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検

査
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

（
無
料
）

健　
康　
増　
進　
課　
（
内
線
１
４
１
）

1  0  
月
の
子
育
て
つ
ど
い

子　
育　
て　
支　
援　
セ　
ン　
タ　
ー　

（
54
９
１
０
０
）

漏
水
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

水　
道　
局　
工　
務　
課　
（
53
１
１
１
４
）

沖
縄
県
「
平
和
の
礎

い
し
ず
え」

追
加
刻
銘

こ
く
め
い

の
お
知
ら
せ

福　
祉　
課　
（
内
線
１
５
１
）

1  0  
月
の
幼
稚
園
開
放

教　
育　
総　
務　
課　
（
内
線
３
６
２
）
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国　
土　
利　
用　
計　
画　
法　
に　
よ　
り　
、　
都　
市　
計　

画　
区　
域　
内　
は　
５　
、　
０　
０　
０　
�　
、　
都　
市　
計　

画　
区　
域　
外　
は　
、　
１　
０　
、　
０　
０　
０　
�　
を　
越　

え　
る　
土　
地　
取　
引　
を　
し　
た　
場　
合　
に　
は　
、　
権　

利　
を　
取　
得　
し　
た　
人　
は　
契　
約　
し　
た　
日　
か　
ら　

２　
週　
間　
以　
内　
に　
届　
け　
出　
な　
け　
れ　
ば　
な　
り　

ま　
せ　
ん　
。　
届　
出　
を　
し　
な　
い　
と　
罰　
せ　
ら　
れ　

る　
こ　
と　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
忘　
れ　
ず　
、　
届　
け　

出　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

届　
出　
先　

企　
画　
調　
整　
課　

と　
き　

1  0  
月　
2  5  
日　
、　
午　
後　
１　
時　
3  0  
分　

と　
こ　
ろ　

市　
役　
所　
　　
第　
３　
会　
議　
室　

公　
売　
方　
法　

一　
般　
競　
争　
入　
札　
　　

最　
低　
価　
格　

３　
万　
円　
（　
税　
別　
）　

代　
金　
納　
付　
期　
限　

即　
納　

持　
っ　
て　
く　
る　
も　
の　

印　
か　
ん　
（　
代　
理　
人　

の　
場　
合　
は　
委　
任　
状　
）　

公　
売　
台　
数　

若　
干　
数　

※　
Ｎ　
Ｔ　
Ｔ　
の　
譲　
渡　
承　
認　
が　
得　
ら　
れ　
な　
い　

場　
合　
（　
未　
成　
年　
の　
買　
受　
な　
ど　
）　
は　
、　
売　

却　
決　
定　
を　
取　
り　
消　
し　
ま　
す　
。　
な　
お　
、　
公　

売　
開　
始　
ま　
で　
に　
滞　
納　
し　
て　
い　
る　
税　
が　
完　

納　
さ　
れ　
た　
も　
の　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
公　
売　
を　

中　
止　
し　
ま　
す　
。　

健　
康　
診　
査　
名　
　　
子　
宮　
が　
ん　
・　
乳　
が　
ん　
検　
診　

医　
療　
機　
関　
名　
　　
よ　
し　
だ　
レ　
デ　
ィ　
ー　
ス　
ク　

リ　
ニ　
ッ　
ク　
（　
富　
の　
原　
２　
丁　
目　
）　

◇
県
条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
は
り
紙
・
立
看
板
な
ど
は
、
1  0  
月
８
日
〜
2  9  
日
の
間
に
取
り
除
き
ま
す
。

■
都
市
計
画
課
（
内
線
４
３
４
）

違
反
広
告
物
を
除
去
し
ま
す

館内消毒のため、1 0月1 0

日～1 3日は休館します。こ

のため、返却ポストおよび

証明書等自動交付機も使え

ません。ご協力をお願いし

ます。

市立図書館　52-2457
市立史料館　53-1979

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

企　
画　
調　
整　
課　
（
内
線
２
２
４
）

電
話
加
入
権
の
公
売

税　
務　
課　
（
内
線
１
２
８
）

健
康
診
査
指
定
医
療
機
関

の
追
加
に
つ
い
て

健　
康　
増　
進　
課　
（
内
線
１
７
０
）
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◎　
パ　
ソ　
コ　
ン　
初　
級　
講　
座　
（　
無　
料　
）　

内　
容　
　　
ワ　
ー　
ド　
・　
エ　
ク　
セ　
ル　
の　
基　
礎　

と　
き　
　　
毎　
週　
水　
曜　
日　
の　
午　
後　
６　
時　
3  0  
分　

〜　
８　
時　
、　
毎　
週　
金　
曜　
日　
の　
午　
前　
1  0  
時　
〜　

1  1  
時　
3  0  
分　

と　
こ　
ろ　
　　
よ　
か　
も　
ん　
ネ　
ッ　
ト　
事　
務　
局　
（　
ペ　

ー　
パ　
ー　
ム　
ー　
ン　
横　
）　

申　
込　
方　
法　
　　
電　
話　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　

さ　
い　
。　

★　
よ　
か　
も　
ん　
ネ　
ッ　
ト　
（　
中　
島　
）　

5  0  
１　
８　
２　
５　

◇
事
件
や
事
故
、
災
害
な
ど
が
起
こ
り
や
す
い
環
境
を
改
善
し
て
、
安
全
で
住
み
や
す
い
ま
ち
に
す
る
た
め
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
大
村
市
連
合
防
犯
協
会
（
安
全
対
策
課
内
・
内
線
２
１
４
）、
大
村
警
察
署
（
54
０
１
１
０
）

全
国
地
域
安
全
運
動
（
10
月
11
日
〜
20
日
）
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◎　
大　
村　
ラ　
イ　
オ　
ン　
ズ　
ク　
ラ　
ブ　

結　
成　
4  0  
周　
年　
記　
念　
事　
業　
無　
料　
招　
待　

内　
容　
　　
「　
羽　
田　
健　
太　
郎　
ピ　
ア　
ノ　
＆　
ト　
ー　

ク　
シ　
ョ　
ー　
」　

と　
き　
　　
1  1  
月　
2  1  
日　
、　
午　
前　
1  1  
時　
3  0  
分　
〜　

午　
後　
１　
時　

と　
こ　
ろ　
　　
シ　
ー　
ハ　
ッ　
ト　
お　
お　
む　
ら　
・　
さ　

く　
ら　
ホ　
ー　
ル　

申　
込　
方　
法　
　　
入　
場　
を　
希　
望　
す　
る　
人　
は　
、　

往　
復　
は　
が　
き　
に　
（　
１　
人　
１　
枚　
）　
住　
所　
、　

氏　
名　
、　
年　
齢　
、　
電　
話　
番　
号　
を　
記　
入　
の　
う　

え　
「　
〒　
８　
５　
６　
｜
０　
８　
２　
６　
　　
東　
三　
城　

町　
1  0  
｜
５　
『　
大　
村　
ラ　
イ　
オ　
ン　
ズ　
ク　
ラ　
ブ　
』　」　

ま　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

申　
込　
期　
限　
　　
1  0  
月　
2  0  
日　
（　
申　
込　
多　
数　
の　

場　
合　
は　
抽　
選　
）　

★　
大　
村　
ラ　
イ　
オ　
ン　
ズ　
ク　
ラ　
ブ　

5  2  
２　
６　
１　
９　

◎　
平　
成　
1  7  
年　
度　
県　
立　
農　
業　
大　
学　
校　

学　
生　
募　
集　

学　
科　
　　
野　
菜　
、　
花　
き　
、　
果　
樹　
、　
畜　
産　

定　
員　
　　
7  0  
人　

募　
集　
期　
間　
　　
推　
薦　
…　
1  0  
月　
2  1  
日　
〜　
2  9  
日　

一　
般　
…　
1  2  
月　
８　
日　
〜　
平　
成　
1  7  
年　
１　
月　
６　

日　試　
験　
日　
　　
推　
薦　
…　
1  1  
月　
1  9  
日　

一　
般　
…　
平　
成　
1  7  
年　
１　
月　
2  1     
日　

申　
込　
先　
　　
県　
央　
農　
業　
改　
良　
普　
及　
セ　
ン　
タ　
ー　

★　
県　
立　
農　
業　
大　
学　
校　

2  6  
１　
０　
１　
６　

◎　
平　
成　
1  7  
年　
度　
県　
立　
高　
等　
技　
術　
専　
門　

校　
（　
長　
崎　
校　
）　
訓　
練　
生　
募　
集　

学　
科　
　　
電　
気　
・　
配　
管　
シ　
ス　
テ　
ム　
、　
自　
動　

車　
整　
備　
、　
機　
械　
制　
御　
シ　
ス　
テ　
ム　
、　
溶　
接　

技　
術　
、　
建　
築　
設　
計　
、　
商　
業　
デ　
ザ　
イ　
ン　
、　

観　
光　
・　
オ　
フ　
ィ　
ス　
ビ　
ジ　
ネ　
ス　

資　
格　
　　
高　
校　
卒　
業　
者　
（　
来　
春　
卒　
業　
見　
込　

み　
の　
人　
を　
含　
む　
）　
ま　
た　
は　
同　
等　
以　
上　
の　

学　
力　
を　
有　
す　
る　
と　
認　
め　
ら　
れ　
た　
人　

※　
お　
問　
い　
合　
わ　
せ　
く　
だ　
さ　
い　
。　

募　
集　
期　
間　
　　
1  0  
月　
４　
日　
〜　
1  5  
日　

選　
考　
日　
　　
1  0  
月　
2  8  
日　

★　
長　
崎　
高　
等　
技　
術　
専　
門　
校　

０　
９　
５　
｜
８　
８　
７　
｜
５　
６　
７　
１　

◎　
平　
成　
1  7  
年　
度　
九　
州　
職　
業　
能　
力　
開　
発　

大　
学　
校　
学　
生　
募　
集　

学　
科　
（　
定　
員　
）　

機　
械　
系　
（　
4  0  
人　
）　、　
居　

住　
系　
（　
3  0  
人　
）　、　
電　
気　
・　
電　
子　
系　
（　
3  0  
人　
）　、　

情　
報　
系　
（　
3  0  
人　
）　

資　
格　
　　
高　
校　
卒　
業　
者　
（　
来　
春　
卒　
業　
見　
込　

み　
の　
人　
を　
含　
む　
）　

試　
験　
日　
　　
推　
薦　
…　
1  1  
月　
1  1  
日　

一　
般　
…　
平　
成　
1  7  
年　
２　
月　
１　
日　

★　
九　
州　
職　
業　
能　
力　
開　
発　
大　
学　
校　

０　
９　
３　
｜
９　
６　
３　
｜
８　
３　
５　
３　

◎　
勤　
労　
者　
福　
祉　
支　
援　
事　
業　
追　
加　
募　
集　

○　
就　
業　
規　
則　
作　
成　
・　
改　
正　
支　
援　
事　
業　

対　
象　
　　
中　
小　
企　
業　
な　
ど　

内　
容　
　　
就　
業　
規　
則　
の　
作　
成　
・　
改　
正　
を　
行　

う　
際　
の　
必　
要　
経　
費　
に　
対　
す　
る　
助　
成　

○　
企　
業　
内　
等　
研　
修　
会　
開　
催　
事　
業　

対　
象　
　　
中　
小　
企　
業　
事　
業　
主　
ま　
た　
は　
研　
修　

会　
を　
開　
催　
す　
る　
団　
体　

内　
容　
　　
研　
修　
会　
開　
催　
の　
際　
の　
必　
要　
経　
費　

に　
対　
す　
る　
助　
成　

○　
勤　
労　
者　
ふ　
れ　
あ　
い　
交　
流　
事　
業　

対　
象　
　　
ふ　
れ　
あ　
い　
事　
業　
を　
開　
催　
す　
る　
団　
体　

内　
容　
　　
ス　
ポ　
ー　
ツ　
・　
レ　
ク　
リ　
エ　
ー　
シ　
ョ　

ン　
な　
ど　
の　
ふ　
れ　
あ　
い　
交　
流　
を　
行　
う　
際　
の　

必　
要　
経　
費　
に　
対　
す　
る　
助　
成　

○　
ミ　
ニ　
・　
フ　
ァ　
ミ　
リ　
ー　
・　
サ　
ポ　
ー　
ト　
・　

セ　
ン　
タ　
ー　
設　
立　
支　
援　
事　
業　

対　
象　
　　
ミ　
ニ　
・　
フ　
ァ　
ミ　
リ　
ー　
・　
サ　
ポ　
ー　

ト　
・　
セ　
ン　
タ　
ー　
を　
設　
立　
し　
た　
団　
体　
な　
ど　

内　
容　
　　
設　
立　
に　
必　
要　
な　
経　
費　
の　
助　
成　

助　
成　
額　
　　
い　
ず　
れ　
も　
対　
象　
経　
費　
の　
２　
分　

の　
１　
（　
1  0  
万　
円　
限　
度　
）　

申　
込　
期　
限　
　　
い　
ず　
れ　
も　
1  2  
月　
3  1  
日　
�　

★　
県　
勤　
労　
者　
福　
祉　
事　
業　
団　
事　
務　
局　
（　
県　

雇　
用　
労　
政　
課　
内　
）　

０　
９　
５　
｜
８　
２　
６　
｜
３　
４　
８　
１　

◎　
県　
優　
良　
木　
造　
住　
宅　
建　
設　
促　
進　
利　
子　

補　
給　
制　
度　
の　
改　
正　
の　
お　
知　
ら　
せ　

改　
正　
内　
容　
　　
新　
型　
住　
宅　
ロ　
ー　
ン　
（　
公　
庫　

に　
よ　
る　
買　
取　
型　
民　
間　
住　
宅　
ロ　
ー　
ン　
）　
の　

追　
加　

対　
象　
　　
戸　
建　
て　
木　
造　
住　
宅　
で　
住　
宅　
金　
融　

公　
庫　
の　
基　
準　
金　
利　
の　
基　
準　
を　
満　
た　
し　
、　

か　
つ　
住　
宅　
性　
能　
保　
証　
ま　
た　
は　
建　
設　
住　
宅　

性　
能　
評　
価　
書　
の　
交　
付　
を　
受　
け　
た　
住　
宅　
を　
、　

県　
内　
に　
居　
住　
す　
る　
た　
め　
に　
建　
設　
、　
購　
入　

す　
る　
人　

利
子
補
給
期
間

５　
年　

利　
子　
補　
給　
金　
額　
　　
年　
末　
の　
借　
入　
残　
高　
の　

０　
・　
３　
％　

★　
県　
住　
宅　
課　

０　
９　
５　
｜
８　
２　
２　
｜
５　
１　
７　
８　

◎　
1  0  
月　
は　
骨　
髄　
バ　
ン　
ク　
推　
進　
月　
間　

骨　
髄　
移　
植　
は　
、　
白　
血　
病　
や　
重　
症　
再　
生　

不　
良　
性　
貧　
血　
な　
ど　
の　
、　
難　
治　
性　
血　
液　
疾　

患　
に　
対　
す　
る　
有　
効　
な　
治　
療　
法　
で　
す　
。　

こ　
の　
た　
め　
、　
多　
く　
の　
患　
者　
さ　
ん　
が　
骨　

髄　
を　
提　
供　
い　
た　
だ　
け　
る　
ド　
ナ　
ー　
を　
待　
ち　

望　
ん　
で　
い　
ま　
す　
。　
ド　
ナ　
ー　
登　
録　
に　
ご　
協　

力　
く　
だ　
さ　
い　
。　
ま　
た　
、　
ド　
ナ　
ー　
登　
録　
希　

望　
者　
に　
、　
内　
容　
を　
説　
明　
す　
る　
ボ　
ラ　
ン　
テ　

ィ　
ア　
も　
募　
集　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
詳　
し　
く　
は　

お　
尋　
ね　
く　
だ　
さ　
い　
。　

★　
骨　
髄　
移　
植　
推　
進　
財　
団　

０　
９　
５　
５　
｜
４　
６　
｜
４　
６　
９　
８　

◎　
平　
成　
1  7  
年　
４　
月　
か　
ら　
預　
金　
保　
険　
制　

度　
が　
変　
わ　
り　
ま　
す　

平　
成　
1  7  
年　
４　
月　
か　
ら　
は　
、　
全　
額　
保　
護　

さ　
れ　
る　
決　
済　
用　
預　
金　

※

を　
除　
き　
、　
利　
息　
が　

付　
く　
普　
通　
預　
金　
や　
定　
期　
預　
金　
な　
ど　
は　
、　

預　
金　
者　
１　
人　
あ　
た　
り　
、　
元　
本　
１　
千　
万　
円　

と　
そ　
の　
利　
息　
が　
保　
護　
さ　
れ　
ま　
す　
。　
詳　
し　

く　
は　
最　
寄　
り　
の　
金　
融　
機　
関　
に　
お　
尋　
ね　
く　

だ　
さ　
い　
。　

※　
決　
済　
用　
預　
金　
と　
は　
、　「　
無　
利　
息　
、　
要　
求　
払　
い　
、　

決　
済　
サ　
ー　
ビ　
ス　
を　
提　
供　
で　
き　
る　
こ　
と　
」　
の　
３　
条　

件　
を　
満　
た　
す　
も　
の　
で　
、　
当　
座　
預　
金　
や　
利　
息　
の　
付　

か　
な　
い　
普　
通　
預　
金　
な　
ど　
を　
い　
い　
ま　
す　
。　

★　
長　
崎　
財　
務　
事　
務　
所　

０　
９　
５　
｜
８　
２　
２　
｜
４　
２　
７　
１　

◎　
1  0  
月　
は　
労　
働　
保　
険　
適　
用　
促　
進　
月　
間　

〜　
労　
働　
保　
険　
の　
加　
入　
は　
お　
済　
み　
で　
す　
か　
〜　

労　
働　
者　
を　
１　
人　
で　
も　
雇　
用　
し　
て　
い　
れ　

ば　
、　
労　
働　
保　
険　
（　
労　
災　
・　
雇　
用　
保　
険　
）　

へ　
の　
加　
入　
が　
義　
務　
付　
け　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

ま　
だ　
加　
入　
し　
て　
い　
な　
い　
事　
業　
主　
の　
人　
は　
、　

ご　
相　
談　
く　
だ　
さ　
い　
。　

★　
大　
村　
公　
共　
職　
業　
安　
定　
所　

5  2  
８　
６　
０　
９　

※
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◎　
第　
７　
回　
カ　
メ　
リ　
ア　
祭　

と　
き　
　　
1  0  
月　
2  4  
日　

、　
午　
前　
1  0  
時　
〜　
午　
後　

３　
時　

と　
こ　
ろ　
　　
大　
村　
共　
立　
病　
院　

内　
容　
　　
な　
り　
き　
り　
カ　
ラ　
オ　
ケ　
仮　
装　
大　
会　
、　

す　
わ　
ん　
子　
太　
鼓　
、　
バ　
ザ　
ー　
、　
フ　
リ　
ー　
マ　

ー　
ケ　
ッ　
ト　
、　
作　
品　
作　
り　
体　
験　
コ　
ー　
ナ　
ー　

な　
ど　

※　
前　
夜　
祭　
　　
1  0  
月　
2  3  
日　
、　
午　
後　
６　
時　
3  0  

分　
〜　
７　
時　
3  0  
分　
　　
「　
と　
ぎ　
つ　
音　
楽　
団　
」　

演　
奏　

★　
大　
村　
共　
立　
病　
院　
　　
5  3  
１　
１　
２　
１　

◎　
わ　
が　
街　
の　
俳　
句　
・　
川　
柳　
コ　
ン　
ク　
ー　
ル　

部　
門　
　　
俳　
句　
・　
川　
柳　

募　
集　
作　
品　
　　
未　
発　
表　
の　
も　
の　
（　
１　
人　
５　

点　
以　
内　
）　

申　
込　
方　
法　
　　
作　
品　
に　
ま　
つ　
わ　
る　
エ　
ピ　
ソ　

ー　
ド　
・　
郵　
便　
番　
号　
・　
住　
所　
・　
氏　
名　
（　
ふ　

り　
が　
な　
）　
・　
生　
年　
月　
日　
・　
性　
別　
・　
電　
話　

番　
号　
を　
記　
入　
の　
う　
え　
、　「　
〒　
１　
０　
０　
｜
８　

６　
９　
１　
　　
東　
京　
中　
央　
郵　
便　
局　
私　
書　
箱　
第　

４　
４　
５　
号　
『　
わ　
が　
街　
の　
俳　
句　
・　
川　
柳　
コ　

ン　
ク　
ー　
ル　
事　
務　
局　
』　」　
ま　
で　
、　
は　
が　
き　
、　

封　
書　
、　
フ　
ァ　
ク　
ス　
（　
Ｆ　
Ａ　
Ｘ　
０　
３　
―　
５　

４　
６　
４　
―　
３　
１　
５　
４　
）　
ま　
た　
は　
イ　
ン　
タ　

ー　
ネ　
ッ　
ト　
（

）
の　
応　
募　
フ　
ォ　
ー　

ム　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

申　
込　
期　
限　
　　
1  1  
月　
1  5  
日　

★　
美　
研　
イ　
ン　
タ　
ー　
ナ　
シ　
ョ　
ナ　
ル　

０　
３　
｜
５　
３　
６　
１　
｜
６　
２　
３　
３　

第39回全国高等学校定時制通信制陸上競
技大会に出場する大村高校定時制の池林
佳奈さん（中央）（8/5・市役所）

2004高校生平和大使として国連ジュネ
ーブ本部に派遣される大村城南高校の津
田麻友子さん（8/11・市役所）

日本スポーツマスターズ2004ソフトボー
ル競技に県代表として出場する大村クラ
ブ壮年チームの皆さん（9/6・市役所）

平成16年度全国中学校総合体育大会に出
場する郡中学校男子バスケットボール部
の選手の皆さん（8/17・市役所）

第26回全日本少年武道練成大会（銃剣道）
に出場し、準優勝した大村中学校の大石
ひとみさん（8/26・市役所）

第 5 9 回 国 民 体 育 大 会 夏 季 大 会 に 長 崎 県
選 手 団 の 一 員 と し て 出 場 す る 大 村 市 関
係の監督・選手の皆さん
（9 / 3・コミセン）

平成16年度全国高等学校総合体育大会に
出場し、優勝した大村工業高校アーチェ
リー部の選手の皆さん（8/26・市役所）
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◎　
香　
典　
返　
し　

す　
こ　
や　
か　
福　
祉　
基　
金　
へ　
▼　
山　
下　
タ　
ミ　
子　

◎　
一　
般　
寄　
付　

す　
こ　
や　
か　
福　
祉　
基　
金　
へ　
▼　
コ　
マ　
ツ　
電　
子　

金　
属　
労　
働　
組　
合　
▼　
コ　
マ　
ツ　
電　
子　
金　
属　
▼　

木　
場　
町　
内　
会　

大　
村　
子　
供　
の　
家　
へ　
▼　
赤　
水　
清　
春　
▼　
橋　
爪　

正　
治　
▼　
朝　
長　
由　
紀　
子　
▼　
大　
村　
市　
身　
体　
障　

害　
者　
団　
体　
連　
合　
会　
▼　
竹　
松　
運　
輸　
▼　
美　
松　

▼　
野　
の　
花　
会　
▼　
九　
州　
ア　
イ　
ス　
ク　
リ　
ー　
ム　

協　
会　
▼　
オ　
リ　
ッ　
ク　
ス　
▼　
資　
生　
堂　
社　
会　
福　

祉　
事　
業　
財　
団　
▼　
竹　
松　
駐　
屯　
地　
曹　
友　
会　

泉　
の　
里　
へ　
▼　
登　
貴　
和　
木　
会　
▼　
永　
渕　
屋　
▼　

立　
正　
佼　
成　
会　
諫　
早　
教　
会　
大　
村　
支　
部　
▼　
末　

永　
歌　
謡　
道　
場　
▼　
河　
内　
一　
郎　
▼　
大　
村　
青　
果　

商　
事　
▼　
長　
崎　
鳴　
物　
会　
▼　
盛　
田　
ス　
ミ　
子　
▼　

出　
口　
安　
隆　
▼　
中　
川　
ク　
ニ　
子　
▼　
望　
月　
一　
夫　

▼　
田　
中　
茂　
夫　
▼　
富　
永　
政　
敏　
▼　
会　
話　
ボ　
ラ　

ン　
テ　
ィ　
ア　
▼　
大　
村　
城　
南　
高　
校　
▼　
九　
州　
環　

境　
福　
祉　
医　
療　
専　
門　
学　
校　
▼　
大　
村　
中　
学　
校　

▼　
向　
陽　
高　
校　
保　
育　
科　
▼　
諫　
早　
農　
業　
高　
校　

▼　
長　
崎　
情　
報　
ビ　
ジ　
ネ　
ス　
専　
門　
学　
校　
▼　
片　

平　
拓　
也　

箕　
望　
荘　
へ　
▼　
圓　
山　
和　
代　
▼　
山　
口　
郁　
江　
▼　

大　
村　
遊　
魚　
組　
合　
▼　
渡　
海　
千　
鶴　
子　
▼　
浜　
野　

久　
子　
▼　
ニ　
ュ　
ー　
パ　
ー　
ル　
ハ　
ワ　
イ　
ア　
ン　
ズ　

▼　
佐　
藤　
幸　
市　
▼　
大　
村　
ハ　
ワ　
イ　
ア　
ン　
フ　
ラ　

プ　
ア　
▼　
大　
村　
少　
年　
合　
唱　
団　
▼　
平　
本　
歌　
謡　

塾　
▼　
大　
塚　
ツ　
ゲ　
▼　
山　
口　
聖　
子　
▼　
桃　
田　
麻　

希　
▼　
今　
里　
未　
希　
▼　
大　
川　
美　
沙　
▼　
高　
尾　
奈　

央　
▼　
川　
田　
朱　
美　
▼　
田　
中　
雄　
大　
▼　
田　
中　
ア　

サ　
子　
▼　
大　
村　
ハ　
ワ　
イ　
ア　
ン　
フ　
ラ　
パ　
ー　
ル　

ベ　
イ　
サ　
イ　
ド　
大　
村　
へ　
▼　
平　
野　
重　
郎　
▼　
阪　

本　
久　
▼　
大　
村　
吟　
詠　
会　
▼　
狩　
野　
ジ　
ャ　
パ　
ン　

三　
彩　
の　
里　
へ　
▼　
竿　
舞　
会　
▼　
沢　
ノ　
井　
本　
店　

▼　
狩　
野　
ジ　
ャ　
パ　
ン　

ワ　
ー　
キ　
ン　
グ　
ヒ　
ル　
ズ　
へ　
▼　
安　
野　
し　
ず　
え　

▼　
森　
春　
美　
▼　
吉　
松　
深　
▼　
園　
田　
美　
智　
子　
▼　

寺　
井　
瞳　

慈　
恵　
荘　
へ　
▼　
永　
渕　
屋　
▼　
松　
永　
シ　
ズ　
エ　
▼　

辻　
み　
ち　
子　
▼　
菅　
ひ　
ろ　
子　
▼　
赤　
木　
信　
雄　
▼　

音　
辻　
清　
▼　
大　
村　
遊　
魚　
組　
合　
▼　
た　
め　
な　
が　

▼　
ハ　
ワ　
イ　
ア　
ン　
フ　
ラ　
・　
マ　
イ　
レ　
▼　
大　
村　

少　
年　
合　
唱　
団　
▼　
下　
川　
信　
義　

う　
ぐ　
い　
す　
の　
丘　
へ　
▼　
野　
口　
ハ　
ツ　
▼　
徳　
田　

節　
子　
▼　
あ　
す　
な　
ろ　
画　
材　
▼　
柳　
原　
憲　
臣　

大　
村　
パ　
ー　
ル　
ハ　
イ　
ム　
へ　
▼　
倉　
石　
秀　
文　

リ　
ハ　
ビ　
リ　
セ　
ン　
タ　
ー　
大　
村　
へ　
▼　
鈴　
木　
武　

徳　
▼　
松　
添　
栄　
美　
子　

光　
と　
緑　
の　
園　
へ　
▼　
お　
は　
な　
し　
の　
会　
▼　
オ　

リ　
ッ　
ク　
ス　
▼　
九　
州　
ア　
イ　
ス　
ク　
リ　
ー　
ム　
協　

会　
▼　
つ　
く　
も　
納　
豆　
▼　
日　
本　
ゾ　
ー　
デ　
ィ　
ア　

ッ　
ク　
▼　
平　
湯　
コ　
ー　
ポ　
レ　
ー　
シ　
ョ　
ン　

め　
ぐ　
み　
荘　
へ　
▼　
野　
岳　
保　
俊　
▼　
木　
下　
重　
光　

▼　
渡　
辺　
サ　
チ　
ヨ　
▼　
城　
間　
ト　
ク　
▼　
渡　
辺　
ミ　

ツ　
エ　
▼　
野　
崎　
多　
守　
▼　
森　
チ　
エ　
子　
▼　
尾　
崎　

鮮　
魚　
店　
▼　
冨　
永　
初　
枝　
▼　
品　
川　
カ　
ツ　
子　
▼　

山　
下　
エ　
イ　
子　
▼　
平　
野　
ヨ　
シ　
ノ　
▼　
山　
本　
ミ　

ツ　
▼　
金　
子　
真　
澄　

ふ　
る　
里　
へ　
▼　
浦　
崎　
ミ　
ヨ　
子　
▼　
佐　
々　
木　
重　

吉　
▼　
市　
ノ　
木　
正　
信　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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ご
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付
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好
意

�大村国際交流協会へ寄付
笠井和幸様ご夫妻から香典返しとして

�大村国際交流協会へ1 0 0万円を寄付し
ていただきました。ありがとうございま
した。（8／1 7・市役所）
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■人口89,163人（＋200） ■男42,896人（＋118） ■女46,267人（＋82） ■世帯35,040世帯（＋97）
8月末現在　（ ）内は前月比（住基法、外登法に基づく） 「広報おおむら」は再生紙（古紙100％）を使用しています。
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